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あいの　かみさま！　わたしが　かみさまの　たまものである　ことを


しらせて　くださって　ありがとうございます。パパとママの　いうことを


よく　きいて　かみさまが　よろこばれる　レムナントとして　そだつ


ことができるように　せいれいで　みたして　ちえを　ください。


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン


























ママと　パパは　わたしを　あいして　いるのに


なぜ　おこるのでしょうか。


レムナントは　かみさまが　レムナントの　パパとママに　まかせられた


かみさまの　たまものです。


かみさまが　まかされた　とうとい　レムナントだから


よくない　こうどうを　したり、きけんな　こうどうを　するとき


よい　ほうこうに　みちびこうと　して　おこるのです。


レムナントの　ために　いのって　くれる　ひとびとは　


とても　おおいのですが　レムナントの　ために　


いちばん　ふかく　いのっている　ひとは　


パパと　ママだということを　わすれないように　しましょう。
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どようび








★レムナントが　いる　ところの　てんきは　どんなのですか。


　じぶんの　いる　ところの　てんきを　みつけて


　いろを　ぬりましょう。














あいの　かみさま！わたしの　まわりで　かみさまに　であって　いない


ひとが　だれなのか　しらせて　くださって　ふくいんを　しらない


おおくの　ひとに　かみさまに　であう　みちである　イエスさまを


つたえることが　できますように。　イエス・キリストの　おなまえによって　


おいのりします。アーメン　





★ヒロくんは　まっかな　ズボンを　はいていて　シオリちゃんは


　むらさきの　スカートを　はいています。


　ヒロくんと　シオリちゃんを　さがして　みましょう。























あいの　かみさま！　わたしは　まだ　ちいさくて　たりないことが


ありますが、わたしを　とおして　いえす・キリストが　つたえられて


わたしが　しっている　すべての　ひとが　かみの　こどもに　なる


ように　してくださると　しんじます。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





そうぞうしゅの　かみさま！すべての　ひとが　かみさまを　おそれれば


よいです。かみさまが　ぜんせかいを　つくられて　おさめて　おられる


そうぞうしゅの　かみさまであると　みとめて　かみさまを　しんじる


ことが　できますように。


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　





８０さいの　おじいさんに　なった　モーセは　としとって


ちからも　ありませんでした。


しかし　かみさまが　モーセと　ともに　おられたので


エジプトの　ぐうぞうぶんかは　かんぜんに　くずれました。


イエスさまが　でし　ペテロの　しゅじんに　なられたので


ペテロを　とおして　ふくいんが　つたえられ


かみさまを　しらない　ひとたちが　かみの　こどもに　なりました。


イエスさまは　ぜんせかいに　ちらされている　レムナントを


とおして　すべての　ぶんかを　かえる　けいかくを


もって　おられます。
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もくようび








★つぎの　ページから　でんどうの　ために　じゅんびする


　ものを　さがして　きりとって　はりましょう。








あいの　かみさま！わたしが　なにを　しても　どこに　いても


でんどうの　ために　いきることが　できますように。　ぜんせかいに


ふくいんを　つたえる　せんきょうしに　ならせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　











「おそれる」という　ことばの　いみは


「おそれ　うやまう」という　ことです。


このよの　すべての　いきている　ものは　かみさまを　


おそれなければ　なりません。


しかし　このよの　おおくの　ひとは　かみさまを　


おそれることが　ありません。


そうぞうしゅの　かみさまを　みとめる　ことは


レムナントが　しなければ　ならない　さいしょの　ことです。


すべての　ことは　かみさまの　ことで　


すべての　できごとは　かみさまの　みこころ　どおりに　なされると


しんじる　ものが　かみさまを　おそれる　レムナントです。


　





レムナントが　でんどうと　せんきょうの　りゆうを　さとって


ふくいんに　しゅうちゅう　するとき


かみさまが　そなえて　くださっている　おおくの　しゅくふくを


あじわうことが　できます。


ふくいんを　つたえる　ために　ちいさいことから　


じゅんび　してみましょう。


とおくに　いくことは　できなくても　レムナントが　いる　ところが


せんきょうの　げんばであり


レムナントが　たすける　ひとは　でんどうしゃ　です。








★パパとママと　いっしょに　いのっている　でんどう


　たいしょうしゃは　いますか。


　なまえを　かいて　みましょう。
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すいようび

















★せいしょ　ローマ１６しょうに　でてくる　ひとたちの


　なまえを　かいて　みましょう。














　　　　　フィベ、プリスキラ、アクラ








あいの　かみさま！ ありがとうございます。ローマ１６しょうに　でて


くる　しんこうの　ひとたちの　ように　わたしも　だいたんに


ふくいんを　つたえさせて　ください。イエス・キリストを　ふかく


しって　しんじることが　できますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





ローマ１６しょうの　ひとたちは　でんどうしゃを　まもりました。


となりの　ひとと　つぎの　せだいの　ひとに　ふくいんを　


つたえました。


サタンに　かつ　ほうほうを　しっていました。


よいことには　かしこくて　わるい　ことには　うとかったのです。


かみさまを　かんどうさせて　けいざいの　しゅくふくを


あじわいました。


せかいを　いかす　レムナントも


ローマ１６しょうの　しんこうの　ひとびとを


みならって　みましょう。
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かようび




















モーセは　ホレブのやまで　てんめいを　うけて


イスラエルの　たみを　しゅつエジプトさせました。


イエスさまが　ふっかつされた　あと　しょだいきょうかいの


しんとは　オリーブやまで　てんめいを　うけて


ローマまで　ふくいんを　のべつたえ　ました。


レムナントは　かみさまが　くださった　けいやくを　


つたえる　ものです。


ふくいんを　しらない　ひとに　けいやくを　つたえる　ために


パパとママと　ともだちと　いっしょに　いのりましょう。


かみさまが　くださる　おおきな　しゅくふくが


のぞむように　なるでしょう。











きんようび
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★せかいふくいんかの　しゅやくである　かぞくを


　すてきな　えで　かいてみましょう。




















げつようび






































